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福島第一原発事故と 2014 年 2 月東京都知事選におけるメディア利用
── 2014 年 2 月調査をもとに──
 学習院大学法学部　遠　藤　　　薫
１．はじめに


















2014 年都知事選挙のもう一つの注目点は、「ネット選挙」であった。2013 年 4 月に公職選挙法が







1 　朝日新聞デジタルの記事「細川氏、都知事選立候補を表明　小泉氏が支援約束　2014 年 1 月 14 日」
　  （http://www.asahi.com/articles/ASG1G3PP5G1GUTFK005.html）による。








　　調査日：2014 年　1 月 21 日～ 1 月 22 日
　　サンプル数：首都圏在住の 20 歳～ 69 歳の男女　550
　　性別：男性 275、女性 275
　　年代：20 代 110、30 代 110、40 代 110、50 代 110、60 代 110
⑵　2014 年都知事選挙事後調査
　　調査日：2014 年 2 月 10 日～ 2 月 12 日
　　サンプル数：500（選挙前調査の回答者のうち、事後にも回答したもの）
　　性別：男性 250、女性 250


















 （決めていない） 事後調査 選管発表投票率
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5 　東京都選挙管理委員会「平成 26 年 東京都知事選挙 投票結果」
　  http://www.senkyo.metro.tokyo.jp/h26chijisokuho/h26chi_tou_2200.html









舛添要一 26.6% 37.1% 43.40%
宇都宮健児 10.2％ 21.4% 20.18%
細川護煕 16.2％ 18.4% 19.64%
田母神俊雄 12.4％ 16.8％ 12.55%
家入一真 ─ 2.5％ 1.83%
ドクター中松 1.8％ 1.6% 1.33%
では、事前調査で ｢ 最も支持する候補者 ｣ とした人と、事後調査で実際に「投票した候補者」と











宇都宮健児 田母神俊雄 舛添要一 細川護煕 その他 合計 事前合計
宇都宮健児 39 0 3 2 2 46 51
田母神俊雄 4 36 5 2 0 47 62
舛添要一 7 6 86 6 5 110 133
細川護煕 8 3 13 40 3 67 81
その他 1 4 0 2 1 8 11
いない 19 12 28 15 12 86 162
事後合計 78 61 135 67 23 364 500
事後／事前 1.53 0.98 1.02 0.83
6 　事後調査にも回答したサンプルのみ
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